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【特別企画Ⅳ】健康支援と体操全国サミット 

坂戸市の健康支援 

             國枝 寛（坂戸市総合政策部健康づくり調整担当参与） 
 平成１５年度に全員公募のボランティア市民と協働で策定した「あなたの出番！おいで

おいで健康づくり計画（健康日本２１坂戸市計画＝基本計画）」を受け、平成１６年度より、

同様に全員公募によるボランティア市民で結成した「元気にし隊」が市と協働で行動計画

を策定し、健康づくりの普及・実践を進めている。その中で健康づくりに不可欠の運動に

ついては、第１次（平成１６年度）から第５次（平成２０年度）まで毎年取り上げられて

おり、さまざまな成果を上げている。 

基本計画では「楽しく自分にあった運動をする」市民の割合の平成１５年度の現状値２

１．９％を平成２５年度までに５５％にあげるという目標を立てている。その目標を達成

するために毎年行動計画をたてて実践を進めているが、そこで重要となるのは、市民が自

ら進んで運動に取り組むことができる環境構築である。昨今の財政事情でハード面の整備

が思うように進まない反面、ソフト的な支援環境の整備は「元気にし隊」の協力を得て順

調に推進されている。 

健康づくりを運動面で捉えると、日常の生活の中で身体を動かせる場面設定をより多く

創出することが重要である。そのような身体活動を可能にするためには、まず本人の意志

が必要であり、その意思を継続的に強いものとしていくためには、人との関わりや生活に

入り込むことが重要となる。つまり、専門家が専門性に基づいたプログラムを一方的に指

導するのではなく、住民ニーズに応じた集団に対するアプローチや暮らしに根ざしたプロ

グラム開発を進めていくことが重要と言える。坂戸市の取組の特徴は、市民を巻き込むこ

とで、市民の要望に応じたものとなっていることであり、特に体操の製作では、市のオリ

ジナル曲を活用したり、お祭りや学校などの暮らしに根ざした既存の社会資源を活用した

りすることができているところにある。また、女子栄養大学の金子先生や日本体操学会、

日本３Ｂ体操協会の支援を受け、エビデンスに基づいたプログラム開発や具体的指導が専

門家の支援を受けて実現できていることも特徴である。 

今後特定検診の導入によりハイリスクアプローチ一辺倒になることなく、ポピュレーシ

ョンアプローチの灯を絶やさないためには日本体操学会等の専門家集団が、健康行政施策

に対し、その存在をＰＲしていくべきだと考えている。過去の具体的な活動を紹介する。 

１． 平成１６年度 思わず楽しくからだを動かしたくなる標語コンクール 

２． 平成１７年度 健康ナビ（楽しく運動しておいしく食べる） 

    

 




